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　 日 本 メ ン デ ル 協 会 が キ ト ロ ギ ア
（CYTOLOGIA） の運営母体であった国際細胞学
会を合併したのは 1990年のことで，それ以来
キトロギアの刊行は本協会の一つの大きな事業
となっています．2013年に長田敏行前会長のご
尽力で，日本メンデル協会を公益財団法人化し
た際にも，定款 4条の「事業」の 4項には「細
胞遺伝学・細胞生物学国際学術誌キトロギア
（CYTOLOGIA） の刊行」とあります．第 4項で
すから，キトロギアの刊行だけが日本メンデル
協会の事業ではないのですが，雑誌の刊行は生
半可ではない大変な作業の連続で，多くの労力
や資金がそこに注がれております．その甲斐も
あって，キトロギアは，インパクトファクター
（IF） を復活できましたし，大扉の採用や A4判
化，Web投稿も実現しました．ただ，出版業界
が寡占化する一方で，インターネットを利用し
たペーパーレス化による専門誌の乱立にハゲタ
カジャーナルの横行なども加わって，専門誌の
運営はかつてないほど困難な時代に突入しよう
としております．
　欧米を指向する他の国際専門誌と異なり，キ
トロギアにはアジア，アフリカ，中南米からの
投稿が多く 2010年からの論文掲載数をみても
インド，日本，タイ，トルコ，バングラデシュ
の順となっています．ただ，投稿された原稿の
審査などを担当する編集顧問委員会 （Editorial 

Advisory Board） の国外委員は，キトロギアの
場合，伝統的に欧米中心だったので，2018年
からインドのパンジャビ大学の Vijar Kumar 

Singhal教授と Raghbir Chand Gupta教授に加

わっていただいております．この時の編集顧問
への就任依頼は，キトロギア編集委員会の決定
を受け，2017年の早い時期にバングラデシュの
ダッカ大学の Sheikh Shamimul Alam教授にも
打診しておりました．本人は快諾してくださっ
たのですが，2017年 12月 18日に心臓病で急
逝してしまいました．ネットニュース （UNB）
は，その日の朝，シンガポールの病院で亡くな
り，57歳だと伝えておりました．結局，Sheikh 

Shamimul Alam教授のお名前が，キトロギアの
表紙裏にある編集顧問の名簿に載ることは一度
もありませんでした．
　Sheikh Shamimul Alam教授は 1991年 10月に
文部省の国費留学生として来日し，1992年から
1995年広島大学大学院理学研究科博士課程に在
籍し学位を取得していて大の親日家でもありま
した．その後ドイツでフンボルト財団研究員と
してポスドクを経験し，最近の染色体研究には
必須の FISH （Fluorescent in situ Hybridization）
技術や設備を手にして，その頃からキトロギア
への投稿を開始して，キトロギアだけでも生涯
で 50編余りの論文を発表しています 1）．ダッ
カ大学では，遺族の希望もあって，植物学部の
最も優れた卒業生には Sheikh Shamimul Alam

教授の名を冠した金メダル贈呈するとともに，
功績のあった学生には奨学金を授与することに
決めたようです．
　早春のバングラデシュとインドを旅してきた
のは 2015年のことです．私と当時会長だった
長田先生はキトロギアの国際発信力強化の一環
として「和田賞」の授与と講演に出向きました．
Sheikh Shamimul Alam教授が第一回和田賞の
受賞者だったのです．今もその頃も，インドは
兎も角，バングラデシュのことはあまり知られ
ておらず，私のガイドブックには「混沌の国を
巡る―旅人に会わない旅」とあったくらいです．
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2015年は年明けから野党によるホルタル（ゼネ
スト）がずっと続き，1971年の独立の際の対立
もいまだに深刻で，交通機関への放火があちこ
ちで起きていて，国内旅行はおろかダッカ市内
の移動すら難しい状況で，「黄金のベンガル」 を
満喫する春の遠出は望むべくもありませんでし
た．
ダッカ大学は，春まだ浅く緑が濃くなり切って
いませんでしたが，ベンガル独特の鮮やかな色
彩感覚のサロワ・カミューズやサリーをまとっ
た女子学生でキャンパスが華やいでいました．
当時のダッカ大学の年報には学生数 37,064名と
あって，そこには男女比の記載はありませんで
したが， 東大の女子学生の割合 （17.4％） よりは
多いように思えました．Sheikh Shamimul Alam

教授の研究室も半分以上が女性のようでした
し，お祝いに駆けつけた彼のかつてのメンター
も女性でした．90％がムスリムという国なのに，
この女性の社会進出ぶりには驚かされました
が，2006年にノーベル平和賞を受賞したマイク
ロクレジットのグラミン銀行も，その活動を支
えたのはバングラデシュの女性達だったことを
考えると納得がいきます．　
　Sheikh Shamimul Alam教授と彼の研究室の
皆さんと植物学部の玄関で撮った記念写真を見
ていると，湿潤な空気がまとわりついたような
懐かしさとともに，知日派の気鋭の染色体学者
を失った喪失感を強くします．ダッカ大学もで
しょうが，Sheikh Shamimul Alam教授を失っ
た痛手はキトロギアにとっても大きいもので
す．教授の名を冠した金メダル奨学金を手にし
た後進の今後の活躍に期待しています．

文献
1． Kawano, S.: Karyotype and chromosome behavior 

analyses in three regions of  the Indomalayan 

realm. Cytologia 83, 223–228（2018）

　2018年3月8日には，チェコ共和国ブルノで「国
際メンデルデー」の集まりがあり，私は（公財）
日本メンデル協会を代表してそこに出席した．
2015年にはメンデル（Gregor Johann Mendel）が
エンドウの交配実験を行って，そこで見られた
法則性を発表してから150年目にあたるので，こ
の日を記念の日として祝おうといわれて以来の日
である．更に，2016年からはこの日を「国際メン
デルデー」としようという提案があり，当協会も
賛同し，世界的な行事に広がりつつある．私共
は，会への参加の誘いは初回より受けていたが，
先約があったこともあり，これまでは参加できな
かったが，今回初めて参加できたということであ
る．なぜ，3月8日であるかというと，それはメン
デルが遺伝法則に関して講演した日であるからで
ある．しかし，メンデルが8年にわたるエンドウ
の交配実験の結果の法則性について報告したの
は，1865年の2月8日と3月8日のブルノの科学協会
の2回にわたる例会であるので，2月8日を記念の
日にしてもおかしくはない．しかし，主催者であ
るメンデル博物館館長エヴァ・マタロヴァ（Eva 

Matalova）教授の説明では，3月8日に法則性につ
いて述べられているので，こちらをメンデルデー
としたということであった．ここでは，「国際メ
ンデルデー」参加報告とともに，ブルノで見聞し
た新たな動向をお知らせする．

メンデル博物館
　当協会の関係者でブルノのメンデル博物館を訪
問している方が少なからずいることは，過去のメ
ンデル通信を見ればわかるが，その場所は市の郊
外にあるセント・トーマス修道院の一角であっ
た．私の過去3回のメンデル博物館訪問もそこで

国際メンデルデーに参加して
長　田　敏　行

（公財） 日本メンデル協会理事

図 1
Sheikh Shamimul Alam教授（最後列左）の 

研究室メンバー
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あり，市の中心からトラムに乗って出かけた．と
ころが，4回目の今回ブルノを訪問すると，博物
館は移転しており，その場所は旧市内のモラビア
博物館の隣の旧司教館（図1）であった．これを
読まれた方は，一体なぜと思われるだろうが，私
はなぜか抵抗感はなくすぐ受け入れることがで
きた．実は，最初に訪問したのは1999年であった
が，そのときはEMBOのアソシエート・メンバー
に選出されたからで，会議はプラハであったが，
プラハへ行くならブルノまで足を延ばして，送り
返したメンデルブドウが根付いているか見てほし
いといわれたからであった．その時案内してくだ
さったアンナ・マタロバ（Anna Matalova）博士
（上記エヴァ・マタロバ博士のご母堂）は，案内
して下さる道すがら，修道院と博物館には利害の
抗争があるとこっそりと漏らされた．その時，一
つの体験があり，私はしばしば紹介されているメ
ンデルも利用した図書室を見学したいと希望した
が，図書室は修道院に属しており，鍵が見つから
ないので見せられないとも言われた．修道院と博
物館は何か本質的に相容れないものがあるのでは
と感じていたので，今回の移転はやはりそうで
あったかという気持ちであった．従って，今後
メンデル博物館を訪問希望の方には，訪問の場
所に気を付けられるようにと申します．展示品の
数は少ないように見えたが，オリジナルのものも
あり，むしろ教育的設備に力点があるように見え
た．新しい工夫もあり，1階から2階へはエレベー
ターで移動するが，その間に壁面にCGでタンパク
質合成の分子の動きを示している．それと，分子
生物学実験の初歩的な施設があるので，分子生物
学手法の基礎を習得できる．これらの設備はEU

からのサポートによっているとのことであった．
これらの情報は，インターネットのウェブサイト
“Mendelianum”で見ることができるので，更なる
情報をと思われる方は是非訪問されたい．

国際メンデルデー
　3月8日の「国際メンデルデー」は，午前中は地
元の教員集団からの出席者へのインタビューで始
まり，午後は出席者それぞれの報告であった．
チェコ，ドイツ，オーストリア，イギリス，フラ
ンス，アメリカ，日本からの出席者があったが，
オーストラリアはいわば紙上参加であった．その
中で，私の印象に残ったのは2点あり，一つは，
ウィーン農科大学のフォルマン（J. Vollmann）教
授が，メンデルがウィーンへ行ったこと，また，
外国旅行での滞在先での情報が各地のドイツ語新
聞に載っていることを紹介したことである．メン
デルについては，日記もなく，科学的な記録類は
すべて焼かれていることからするとそれら客観的
な情報は貴重である．ただ，内容は一種の備忘録
であるので，簡単すぎるのはやむを得ず，過度な
期待をしてはならないであろう．しかし，彼がい
つどこへ行ったかがわかることは有用な情報とい
える．
　もう一点は，今年度のメンデル博物館の記念
メダルを授与されたドイツ オルデンブルク大学
のヴァッカーナ―ゲル（W. Wakkernagel）教授の
講演で，遺伝学の情報に基づいて書かれた科学
フィクションのサベイをしたが，個別の事実を細
部に至るまで疎かにしていないメイワ―（Simon 

Maywer）著の「Mendl’s Dwarf（メンデルの小
人）」は，大変優れていると述べた．これは，私
の著書（1）でも，全く独立に同様な表現をして
いることで，この本は日本ではほとんど話題に上
らなかったが，洋の東西を問わず見るべきところ
は見ている人があるという思いをした．
　更に，主催者からは，2022年はメンデル生誕
200年になるので，それに備えて準備をしたいが
という発言があり，日本メンデル協会も意見を求
められた．当協会ではそれに向けて再度「メンデ
ル特別展」をより充実した形で準備していると返
答した．この件では，帰国後日本遺伝学会とも連
絡を取り合い，何等かの企画を行おうということ

図 1　メンデル博物館
　旧司教館で在り，ここでは農業研究会が開かれ，メン
デルはその主要メンバーとして参加した．
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になっている．その時期までにはまだ時間があ
り，準備はこれからするので，現時点では乞うご
期待とだけ申します．ちなみに，メンデルの生誕
は，1822年7月22日であるが，文献によっては20

日となっているものもある．これは22日の方が正
しいという考証があるので，今後の日程の選定に
は配慮が必要である．

メンデル大学
　「国際メンデルデー」の前日，私はメンデル
大学で講演を依頼されたので，現在行っている
研究から「イチョウの性転換」の話をした．こ
の大学を訪れるのは2回目であるが，前回訪問し
たときは，メンデル農林大学といっていた．先回
の訪問は，1999年で，その時は送り返したメンデ
ルブドウが無事根付いているか確認するための訪
問であったが，それは同大学の附属植物園で無
事成育していた（2）．その後，メンデル農林大
学には，経済学部，園芸学部，その他若干の国際
協力施設が増設されて，総合大学としての体裁
をとり，名称もメンデル大学（Mendel University 

in Brno）となった．講演終了後，施設の一部の
案内を受けたが，講堂にはほぼ等身大のメンデル
像（図2）があり，その前には記念のパネルがあ
るというようにメンデルはこの大学のシンボル
となっており，国際志向が明瞭に読み取れ，特
にアフリカ方面に力を入れているようであった．
経済学部は重厚な本館とは異なり，新築と思われ
るモダンな建物に入っていた．なお，ブルノ市に
は，マサリク大学があり，こちらでは理学部，文
学部，医学部を備え，ブルノ工科大学では工学系

の学部があるので，メンデル大学と合わせると，
これらの大学群でほぼ全ての学問分野をカバーし
ていることになるが，いずれも創設は第一次大戦
後のチェコスロバキア共和国時代である．なお，
チェコ共和国には，プラハにカレル大学（プラハ
大学）があるが，これは中欧では最も古く，創設
は14世紀にさかのぼる．また，ブルノから遠くな
いオルモーツ大学も長い伝統があり，メンデルは
オルモーツ大学の哲学学校で大学の教養課程を修
了している．

メンデル旧跡巡り
　メンデル博物館がブルノ市の中心部へ移ってき
たことにより，博物館を出発点にして，メンデル
の旧跡巡りが博物館でも提案されているので，こ
れを紹介する．まず，博物館を出て，次に隣のモ
ラビア博物館を見学し，その隣のディートリッヒ
シュタイン宮（図3）を見ることができるが，こ
れらはほとんど同一の場所にあり，隣接してい
る．次にヤンスカ通りを下ると旧国立高等実科学
校を通るが，ここはメンデルが教員として働いた
場所であり，1865年にエンドウの交配の結果につ
いて講演をした場所である．更に進むとチェコ人
民銀行があるが，ここはかつてメンデルが頭取を
勤めたモラビア不動産銀行の後身にあたり，右わ
きにはそのことを示すパネルがある．ただし，こ
の銀行がこの場所へ移ってきたのはメンデルの没
後2年目ということで，元々はモラビア議会の建
物の中にあったということである．その先には，
メンデルが物理学他の講義を行った国立高等工業
専門学校があるが，これは上記ブルノ工科大学と

図 2　メンデル像
　メンデル大学講堂の正面にあり，ここでは学位授与等
の大学の公式な行事が行われる．

図 3　ディートリッヒシュタイン宮
　モラビア博物館に属し，かつては植物の展示なども行
われた。正面左には，ナポレオン戦争後の会議に出席し
たロシアの将軍クトゥーゾㇷ（M. Kutuzov）のレリーフ
がある．
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なった．その隣がモラビア議会で，新市庁舎と並
んでいる．この付近まで来ると，司教館の裏に位
置する聖ペテロ・パウロ教会の尖塔を見ることが
でき，出発点のメンデル博物館へ戻ってくること
になる．この全行程併せても3kmほどであるが，
これによりメンデルが活動した主要な場所をめぐ
ることになる．そして，メンデルが修道院長とい
うカトリック教団の高位聖職者でありながら，教
育に携わり，地方行政，地域振興にも関わってい
たということを現実に体感できる．ブルノへ行か
れることがあったら，是非回られることをお勧め
する．

ブルノからウィーンへ
　私のブルノ訪問は今回で4回目になるが，前3回
はプラハ経由であったが，今回はウィーン経由で
あった．メンデルについて書いて見ると（1），
彼がウィーン大学で2年間勉学したことが，遺伝
法則の発見にいかに大きく貢献しているかが実感
できた．そこで，ブルノからウィーンへ向かった
メンデルの追跡をして，彼の追体験を試みた．今
回の集まりの終了後，ブルノからウィーンへと
向ったが，プラハ発，ブルノ，ウィーン経由，グ
ラーツ行きの国際特急列車を利用すると，わずか
1時間26分でウィーンへ到着した．列車には，グ
スタフ・マーラー，べドルジハ・スメタナ，ヨハ
ン・シュトラウスなどこの地域所縁の音楽家の
名前がついている．メンデルが1851年10月25日に
ウィーン大学での勉学のためにウィーンに向かっ
たときは，夜行列車で6時間もかかったというこ
とであるから，列車の速度は時速20km位だった
ろう．現代の鉄道旅行からメンデルの旅行の様子
はたどりがたいが，風景はたどれるだろう．3月
初旬だったので，未だ冬枯れの時期であったが，
常緑のモミ，トウヒ，マツは分かったが，その他
の落葉樹は判別できなかった．樹皮の白からシラ
カバがかなりあることは推定できた．ただ，やた
らヤドリギが多いことが目についた．列車は，パ
ンノニア平原を横断することになるが，風力発電
塔が目立つことは，この地方はかなり風が強いこ
とが窺える．それにつけても，メンデルは遺伝学
の論文はたった2篇であったが，旋風を含む気象
学の論文を9篇も書いていることが思い起こされ

た．
　ウィーン中央駅（これは，かつては西駅といっ
ていたのが，最近このようになった）に到着し
て，歩いて植物学教室のある植物園へ向かい，
予約しておいたサヴォイホテルへ向かった．そ
こを基地にして，まず，メンデルが下宿したイ
ンヴァリデン通りへ向かったが，もうその当時
の建物はないので，場所のみの確認だった．物
理学教室は，現在でもウィーン大学の構内にあ
るので，今回はメンデルがレーデンバッハ（J. 

Redtenbacher）教授の化学の講義を受けたテレジ
アヌム学院へ行くことにした．ハプスブルク帝国
の女皇マリア・テレジア創建になる学院の建物
（図4）は現在も残っているが，もはや大学施設
ではなく，テレジアヌム・ギムナジウムなどの施
設が入っている．地下鉄から降りてテレジアヌム
学院に向かうと学院の建物の正面で，思いがけず
リヒャルト・フォン・クーデンホフ・カレルギ
（Richard von Coudenhove-Kalergi）を記念したパ
ネルを目にした．ちょっとだけクーデンホフ・カ
レルギの紹介をすると，彼はオーストリア・ハン
ガリー二重帝国の日本への代理公使ハインリッヒ
の次男で，母親は青山光子である．そして，第一
次大戦後汎ヨーロッパ構想を提案し，その体現が
第二次世界大戦後のヨーロッパ共同体（EEC）で
あり，現在のヨーロッパ連合（EU）である．こ
れらの施設は，いずれもメンデルの下宿からは3

㎞以内で，移動手段はなんであったかまでは調べ
ていないが，市の中心部にあり，徒歩で達するこ
とができる距離である．なお，ウィーン大学植物
園へは何度も行っているが，今回その一角にか

図 4　テレジアヌム学院
　メンデルがウィーンで勉強していたころは，化学教室
はこちらにあり，メンデルは化学の講義をこちらで受け
た．
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つての著名な園長を記念した場所があることに
気付いた．それは，エントリッヒャー（Stephan 

Endlicher），フェンツル（Eduard Fenzl），ケル
ナー（Anton Kerner von Marilaun）であるが，そ
の内フェンツル，ケルナーはメンデルと関りがあ
る．フェンツルは，メンデルが教員資格試験を受
けた折の博物学の試験官であり，ケルナーは当時
医学生であったが，メンデルとは共に学んだ．ケ
ルナーはその後植物学に転じたが，メンデルが
1866年に論文を発表した時，この縁でその別刷り
はケルナーに送られ，それは今日ウィーン大学に
残っている．そこで，メンデルは物理学，化学，
植物学を学び，それが遺伝法則発見につながった
ことは，私の著書（1）でも特に力を入れて指摘
したので，ご興味ある方は参照されればと思いま
す．

　これで私の「国際メンデルデー」参加報告は終
えたいと思うが，今回参加された方々から次のよ
うな指摘があった．メンデル法則は世界へ広まっ
ているが，今回集まった国々はいわゆる欧米諸国
で，その中で日本は特異な存在であり，早くから
メンデル法則を導入し，メンデルの事績を顕彰し
ようとしている姿勢は注目するに値するというこ
とであった．また，メンデルブドウを通じてブル
ノと繋がっていることも大いに関心を呼んでいた
ので，これらの事実を（公財）日本メンデル協会
関係者にもぜひお伝えしたい．

文献
1． 長田敏行:　メンデルの軌跡を訪ねる旅，裳華
房（2017）

2． 長田敏行，メンデルブドウは来日して100年！
日本メンデル協会通信（2015）

　当協会元会長廣川秀夫博士は，去る3月8日急逝
された．その日，私は前掲稿に書いたように「国
際メンデルデー」に参加していたので，この訃報

を最初に知ったのは3月9日滞在先のウィーンのホ
テルであった．
　廣川博士は分子生物学を専門とし，在外経験が
長く，上智大学にお勤めされ，当協会会長時は同
大学名誉教授であった．当協会にとっては，いわ
ばアナログ世代からディジタル世代への移行期に
労を取られ，放っておけば財務的に危機的状況を
招いたかもしれない事態の回避にご尽力いただい
た．また，財団法人から公益財団法人への移行の
準備期に下諏訪町との折衝にも関わっていただい
たが，多くの下諏訪町との面談機会に私と同席で
あった．
　更に，忘れがたいのは，ある時「小淵沢の先に
農家を求めた」とおっしゃられたことであった．
その場所はどこであろうと思ったところ，諏訪郡
原村中新田という場所で，私の出生地に近く，よ
く知っている場所であった．このことは上記旧財
団法人の登記地下諏訪町との折衝などに無縁で
はなく，廣川氏が原村へ向かわれる機会を利用し
て，共に下諏訪町を訪問したこともある．また，
その求められた家には水利権が伴っているという
ことであったが，水利権とは何であるかについて
もお話しした．また，その水源地も知っているこ
とから，私としてはもっと説明することがあった
のにとも思っていた．それで，帰国したらお目に
かかろうと思っていたところで，突然の訃報に驚
いた次第です．
　ご冥福をお祈りします．

廣川秀夫元会長逝く！
長　田　敏　行

（公財） 日本メンデル協会理事



7

平成 30年度　市民講座「メンデル講演会」の記録

講演要旨

記憶力を鍛える
演者　石浦章一博士（東京大学名誉教授・同志社大学特別客員教授） 

　私たちは自分では気づかないペースでゆっくりと老化している．今回は「記憶力を鍛える」
という話題でお話ししますが，「なぜ覚えられないか，記憶には種類があるか，遺伝子はこれ
らにどう関係しているか，記憶力を増進させることはできるのか」などについてお話しします．
特に，普段の運動，食事，サプリメント，薬の良し悪しについても触れたいと思います．

メンデル生誕 200年に向けて
演者　長田敏行博士（東京大学名誉教授・法政大学名誉教授） 

　今春 3月 8日には「国際メンデルデー」がありましたが，その折話題になったのは 2022年
にはメンデル生誕 200年を迎えるということで，これを世界的に祝おうという方向に向かって
おります．（公財）日本メンデル協会は，第 2回の「メンデル特別展」を予定しておりますが，
これを通じて，この世界的企画にも参画の予定です．改めてメンデル法則発見の現代的意義
を考えてみたいと思います．

メンデル講演会の経緯
　メンデル講演会をなぜ行っているかについては，時々お尋ねをいただくので，以下にその経
緯を記します．財団法人日本メンデル協会は，篠遠喜人博士所縁の下諏訪町に事務局を置いて，
長野県教育委員会を主務官庁として1985年に発足しました．それを契機に，1985年11月9日に，
財団法人日本メンデル協会設立記念文化講演会が開かれ，協会から篠遠博士を始め複数の関
係者が出席し，当時の副会長中沢信午博士（山形大学名誉教授）が「メンデルの遺跡を訪ねて」
と題する講演をされました．その後，しばらく中断の時期もありましたが，復活して今日に至っ
ております．公益財団法人日本メンデル協会となって事務局は東京へ移りましたが，重要な
事業として行われており，今回で 16回目となります．その後，町民大学の一環としても行わ
れるようになったので，そちらは 6回目です．なお，最近の講演会の概要は協会のウェブサイ
トで辿れますので，詳細はそちらを参照ください．

長田敏行

　本年度は，2018年 11月 24日（土）13:30－ 15:30に，長野県下諏訪町町民センターで石浦
章一博士と長田敏行博士を演者として開催され，講演内容は別記の通りでした．石浦博士の
年配の方であれば誰でも気になる記憶についての講演は，博士の軽妙な語り口もあって参加
者に大いに関心をよびました．参加者は 50名に達し，質問も出て，盛会でした．河野会長も
挨拶されたが，聴衆の関心の所在を知るために，初めてアンケートを取りました．回収率も
良好でしたので，得られたデータは次回のメンデル講演会に生かされると期待されます．なお，
詳細は（公財）日本メンデル協会のウェブサイトを参照下さい．
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（公財）日本メンデル協会役員（2017年 6月より）

理事会（任期 2年）
会　長　河野重行　　東京大学名誉教授
副会長　日詰雅博　　キトロギア編集長・愛媛大学名誉教授
理　事　松永幸大　　東京理科大学理工学部教授
理　事　数藤由美子　放射線医学総合研究所計測・評価部チームリーダー
理　事　川岸郁朗　　法政大学生命科学部教授
理　事　長田敏行　　東京大学・法政大学名誉教授

監　事　平野博之　　東京大学大学院理学系研究科教授
監　事　山口正視　　千葉大学真菌医学研究センターグランドフェロー

評議員会（任期 4年）
評議員　草場　信　　広島大学大学院理学研究科教授
評議員　酒井　敦　　奈良女子大学研究院自然科学系教授
評議員　佐甲（永田）典子　　日本女子大学理学部教授　　
評議員　佐野俊夫　　法政大学生命科学部教授
評議員　田中一朗　　横浜市立大学名誉教授
評議員　塚田為康　　（一般財団法人）和田薫幸会評議員
評議員　中村宗一　　琉球大学名誉教授
評議員　中村俊夫　　信州大学名誉教授
評議員　馳澤盛一郎　東京大学大学院新領域創成科学研究科教授
評議員　東山成江　　名古屋大学大学院理学研究科准教授
評議員　宮村新一　　筑波大学大学院生命環境科学科准教授
評議員　邑田　仁　　東京大学名誉教授

編集後記
　今年度の（公財）日本メンデル協会の「メンデル協会通信」をお届けいたしますが，今回は，
当協会のもう一つ重要な刊行物であるキトロギア（CYTOLOGIA）についてもお知らせしたい
と思います．キトロギアは 2019年度に創刊より 90年目を迎える，わが国で刊行された最初の
遺伝学関係の欧文学術誌ですが，ただ長い歴史があればいいのではないということをお示しし
たいと思います．
　今年の 8月には，Science誌にパンコムギのゲノムがついに決定されたという論文が載ったと
思いますが，それはパンコムギのゲノムが極めて複雑で複三倍体であるが，そのような生物で
もゲノムが決定できたということが話題でした．しかし，これまでの科学的蓄積が可能にした
もので，その第一はゲノム組成が AABBDDであることを木原 均博士が決定したことです．そ
の木原博士は，1929年キトロギア創刊号の巻頭論文を飾っております．更に，木原博士の直弟
子である常脇恒一郎博士は，キトロギアの最新号にパンコムギ研究の初期に如何にして研究材
料が入手され，どのようにこの分野が発展していったかの概観の論文を新資料に基づいて寄稿
されております．キトロギアにも目をとめてくださればと思って認めました．

長田敏行（本会理事）


